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要約 :本稿はt新 宮の関数や 関数の考 え方に対す る教育に焦点化 し

その考察 を行 うことを 目的 とした。考察の結果、新宮は数学教育の

目的を小倉の数学教育の帰趨 と同 じ 「科學的精神の養成」とし、そ

の方法はペ リーの立場にたつて、科学的精神は大 自然か ら学ぶ もの

である とした。その中心 となるものが関数概念であると考 えたので

ある。その関数概念 は 「定性的」見方か ら 「定量的」見方へ と変わ

る ときその中心において関わつて くるもの と考え、特に 自然現象を

理解す る ときに必要 であるとした。そ して関数概念の養成のために

グラフの重要性 を強調 したのである。 これ らを 「学校数学 (自然 、

社会 を対象 として、直観 ・経験 を基礎 とす る数学)」とい う枠組み

の中で捉 えている。 この 「学校数学」を成功 させ るために、融合主

義 ・実験実測 ・実用価値 ・教育心理学の必要性 を訴 えたのである.

1.研 究の 目的

本研究の 目的は、特 に明治末期か ら昭和初期 に至 る関数や関数の考え方が、数学教

育界 に どのよ うに理解 され受 け入れ られ具体化 されていったかを考察す ることである。

その関数や関数 の考 え方 に対す る教育 を考察す るにあたって、数学教育改造運動は大

きな位置 を占めてい る。その流れの中で、広島高等師範学校 の教諭 であつた新宮恒次

郎は、グラフの教授 に力点を置いたこ とで知 られてお り、日本の関数教育 (数学教育)

に少 なか らず影響 を与えた丁人である。筆者 は、当時の関数や関数 の考 え方 に対す る

教育の思想 を考察す る上で、新宮が どのように関数や関数 の教育を提 えどのように具

体化 を しようとしたのかを知 ることは重要であると考える。新富に関す る先行研 究 と

しては、長崎 の 「数学教育改革運動にっいて (二)一 新宮恒次郎の数学教育論一 J(1 )

。がある。 しか しそ こにおいては、新官 の関数や関数 の考 え方に対す る教育について少

しは触れ られてはい るものの詳 しくは述べ られていない。 またそ こにおける対象 とさ

れている新宮 の論文は、『學校数學』(2)に記載 されているものに焦点があて られてお
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り限られている。

そこで本稿は、新宮の他の文献にもあた り、新宮の関数や関数の考え方に対する教
育に焦点化 しその考察を行 うことを目的とする。

'

2.新 宮の教育および数学教育に対する考え方

新宮は、教育は人間教育のため即ち 「人 トシテ生キンガ鶯」(3)に行われるべきであ
ると考える。そ して 「普通教育に齋 され

'る
教材 としての数學は此の如 き純正数學では

なv 普ヽ通教育が國民教育」(4)でぁりとし、それゆえ数学教育も市民教育人間教育を目

標 としなければならない とした。すなわち数学教育は人間教育の一環を担い、人 とし
て生きるために行われるのである。一方、教育は社会の一現象でもあることから、教
師に対 しては 「流動スル社會 卜共二嚢展シ、之 ヨリ資料 卜暗示 トフ得テ数學教育ヲ行
ヒ、而モ此ノ教育ノカニヨリ又社會ヲ進展ヘ ト導クベキモノデアル」(5)ことを要求 し

た。では、人間教育 (人として生きるため)の 数学教育の目的 とはどのようなものな
のであろうか。

3.数 学教育の目的

数学教育は人間教育の 「人 トシテ生キンガ鶯」ために行われるのであるから、数学

教育の 目的もまた人間教育を目的とした範疇でなくてはならない。新宮は数学教育の

目的を小倉の数学教育の帰趨と同じ 「科學的精神の養成」とした6

誠や敷學教育といふも人間教育である。敷學教育の目的も人間教育の外にあつてはならぬ。
人間教育の理想と一致せねばならぬ。然らば数學教育に依り如何に人間性を頴然せじめよう

とするか。此の粘に於ては吾人は小倉博士と共に数學教育そのものの婦趨は科學的精神の養

成にあると断定するものである。(6)

ではなぜ科学を重要視 したのか。それはとりもなお さず、人間文化 を建設 している

要素はし_ ろヽいろあ り、その中でも道徳、宗教、芸術な どは特に重要であるが、科学の

力に負 うところが多大である.そ してこの力なくして今後の人間生活、人間文化 を語

ることはできないからである。(7)

その科学か ら何を学ぼ うとい うのか。それは断片的事実ではなく、「科學的に考察

す る方法Jで あ り、「内容そのものを通 してなされる賞質的陶冶」(8)でぁる。つま り

そのことが科学的精神の養成なのである。

すなわち 「科學の根本 として横はる科學的思考の方法、科學的態度、科學的精神、

此を養成する事」が 「科學教育の理想であ り目的」であ り、「敷學教育そのものの婦趨

は科學的精神の養成にある」のだから、「数學教育の理想 も亦科學的態度を養成 し、科

學的精神を啓嚢する事になければならぬ」(9)のである。

4.新 宮の考える関数概念の養成

では科学的精神を如何にして学ぶ と考えたのか。新宮はペ リーの立場にたって、科
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学的精神 は大 自然か ら学ぶ ものであ り

ている。

その中心 となるものが関数概念であると述ベ

此の如き科學的精神は、ペ リー教授の主張するが如く、大自然から直接學ばねばならぬ、即

ち国形の観察t賓 物の賞測、更に之に伴ふ量の計算から始めるのである。而も此等の直観、

賞験、賞測、或は観察に依つて得られるものの中心となるものは即ち函数概念である。(10)

.そして新官は 「定性的J「定量的Jと 、う`言葉を使い関数概念を説明する。すなわ

ち、関数概念は定性的見方から定量的見方へと変わるときその中心において関わつて

くるというのである。

賞物の観察に依 る空間の概念も始めは定性的に漠然 と得 る。「長い、短い」。或は 「大きい、

小 さい」等 と定性的概念を得る。勿論之は出破鮎ではあるが、究極ではない。更に是が定量

的に進んで始めて空間の概念は確賞に獲得 され る。その定量的 となつた時 、中心に働 くもの

は函数概念である。(1 1 )

具体 的 に
一

次 関数 で説 明 して い る。

卑近ナ例フ求メルナラバ、容器 フ作ツタ。其 ノ縦横ハ ソノマ ヽニシテオイテ深サ ヲ深 クシテ

ミタ。水ガ多 ク容ル。湧クスレバ容 リガ少イ。然ラバ深サヲ獲 ズル時容量ハ之二伴 ツテ愛化

シテ末ル。即チ容量ガ深サノ函数ナル事フ知ル。然 シ之ハ軍二定性的二函数デアル事フ知ル

ノミデアル。ソレフー歩進 メテ深サヲ 2倍 ニス レバ容量ハ 2倍 ニナル。3倍 ニス レバ容量モ

3倍 ニナル。又深サ ヲ 1 / 2ニス レバ容量モ亦 1 / 2ニナル トイフ事フ知 り、容量ガ深サニ正比

例スル事フ知ルナラバ之 レ容量ガ深サノー次函数ナル事フ知ルモ ノデ、容量 卜深 サ ノ関係 ヲ

定量的二決定シタ トイフノデアル。即チ始メノ場合二比スレバー襲 ノ進歩デアル。(1 2 )

自然 現 象 を理 解 す る,ため に は特 に この関数 の 考 え が必 要 で あ り、 現 代 の文 化 に貢 献

するためには大いに必要であるという。

自然ノ現象モ此ノ函数ノ考ヘナクシテハ正営二理解スル事ハ出来ナイ。況ンヤ現在 ノ人智ノ

上ニー歩フ進 メテ現代ノ文化二貢献セン トスルニ於テハ必ズヤ此ノ方面 ノ研究フ大二必要

トスル所デアル。(1 3 )

そして、米国コロンビヤ大学の師範大学教授 ラッグの言葉を借 りて、「函数概念の

養成が数學教育の理想を賞現するその力であり、骨子 となるべきものである」(14に
い
と、

すなわち、この関数概念の養成が数学教育の目的を達成する大きな原動力になること

を更に強調している。

5。 新宮の関数概念の養成とグラフに対する考え方

新宮は関数概念の養成のためにグラフの重要性を強調する.そ の理 由は 3つ ある。

1っはすべての数値を求めなくても近似の範囲ではあるが関数を連続的に見ることが

でき一目瞭然に変化の様子を知ることができること、2つ 目は式だけを与えられても

変化の様相は分からないがグラフに描けば変化の様相がわかること、3つ 日は式化が

できない関数の場合ででもグラフが多くの事実を教えてくれることである。(10

このような考えが、新官の関数概含の養成 とグラフに係わる基本的思想である。筆
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者は、この考 えを実現化 させた ものが『グラフ研究』(大正 14年 )(16)でぁると考 える。

同書 の 「序」にも。「今後 ノ数學教育ガ函数概念 ノ養成 ヲロ的 トシテ立 タネバナ ラヌ以

上 「グラフ」graphノ 債値ハ絶大デアル ト信ズル」 と、関数概念の養成 とグラフの関

係の重要性について述べているふ

まず第
一章 「函数Jで 関数について説明をし [図 1]、次に第二章では座標の種類、第二

章では基本的なグラフについての線論を説明し、
。
その後、関数概念の養成のためのグラフ

の利用及びグラフの指導に入つている。第四章 「一次ノグラフ」は一次関数、正比例及び

直線 との関係について説明 [図 2]し ている。第五章 「二次ノグラフ」は、関数概念の養

成とは直接関係がなく、円 ・楕円 ・放物線などの図形とそれ らの方程式の関係をグラフを

介 して結び付け、グラフの有用性について述べている [図 3]。第六章 ・第七章 0第九章は

高度な関数 (高度な関数概念)と そのグラフについて、第人章 。第十章は方程式 ・不等式

をそれ と対応す る関数のグラフを用いて説明している。第十∵章は 「数量ノ固示」[図 4]、

第十二章は極座標表示の方程式を扱い、第十二章は 「ノモグラフ」を扱っている。第十四

章は最後のまとめとして、生徒に対 してグラフ教授に関して述べている。

しかし、関数概念の養成 とい う立場からグラフを利用 してグラフの有効性について述ベ

ているが、量を意識 した関数の例はかなり少ない。量を利用した関数の例が出てくるのは、

「§28正 比例スルニ量ノ 「グラフ」」程度である。この原因は F§1常 数 卜愛敷」の 「註」

で 「厳密ニイヘバ愛数二封シテハ愛量 variable quantityトイフベキデア リ、公倍数、公

約数二封シテハ公倍量、公約量 卜構ヘテ数 卜量 トノ各ノ場合ヲ論定スベキデアルガ、本書

ニハ ココマデ言及セズシテ数ノミニ就テ述ベル事 トスル.」(17)と述べているように、量に

関しては触れない方針で書いているためであろうか。

ただグラフについては、グラフの価値は関数概念の養成のためだけがその有効性ではな

く、グラフ独 自にも目的があることを指摘 し更なるグラフの重要性を述べている。

姦二函数思想ノ大切ナル事ヲ自覺シ其ノ養成ノ緊急ナルフ説クト同時二其ノ方法 トシテ必然的ニ

グラフノ教授ガ唱ヘラレルヤウエナツタ。然シグラフノ債値ハ唯ソレノミニ止ルモノデハナイ。(18)

関数におけるグラフの重要性 も含 めその価値 を 4点 挙げている。

今グラフノ債値ヲ改メテ考ヘテミルニ、其ノ主要ナル債値 トシテ次ノ四項ヲ暴ゲラレル ト思フ。
・

(1)グラフハ抽象的ナル数関係ヲ具饉化シ直観化スル事。

(2)グラフニヨリ函数概念フ養成スル事。

(3)グラフソレ自身二債値アリ。

(4)グラフハ準備教育 トシテ債値アリ。(19)

また新官は、純正数学 と学校 で教 える数学 との区別 をはっき りさせるため特 に 「学校数

学」とい う言葉 を規定す る。関数概念の養成はこの 「学校数学」の中で行われ るのである。

普通教育二於ケル教材 トシテノ数學 卜學問ノ研究ノ対象 トシテノ数學 トノ間二境界ガアル事ヲ主

張シタイノデアル。(20)

6。 新宮の 「学校数学J
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新宮は、「学校数学」を自然、社会を対象 として、直観 ・経験を基礎 とする数学であると

した。だから純正数学 と本質的に異なり、「一種の自然科學的色彩のもの」でなければなら

ないと述べている。前述 したように、この 「学校数学」は普通教育であり国民教育である

か ら、教育の 目的である人として生きるためのものであることはい うまでもない。「学校数

学」は(高 等教育の予備や社会生活の準備になることは認めるが、高等教育の予備教育が

目的ではなく又実業教育を施すことが普通教育ではなぃことをはっきりと補注 している。

個腱の成長が民族文化の嚢生の跡を短日月の間に繰返へすものであり、之に合致するやうにする

のが即ち教育の方法であるとするならば、数學教育にも亦装生史的方法が尊重されねばならぬ。

そこに純正数學が経験を超越した形式科學であるに反し、教育敷學の封象には自然があり、社會

があり吾人の直観経験を基礎とせねばならぬ。之を學校数學と呼ばう。即ち學校数學は本質的に

純正数學と異なり、一種の自然科學的色彩のものでなければならぬ。(21)

學校数學ハ,教 育ノー部分デアル限リニ於テ,教育ノロ的卜離レテ獨立二存在スベキ筈ナク,教

育一一普通教育ガ國民教育デアリ市民教育デアルカラニハ, ソレ自身ガロ的デアツテ,他 ノ方便

トナルベキデハナイ.唯 ソレガ同時二高等教育ノ豫備 トナリ,或ハ社會生活ノ準備 トナルコトハ

認メラレルケレド,決 シテ高等教育ノ豫備教育ガロ的デナク,又社會生活ノ鶯トテ責業教育ヲ施

スコトガ普通教育デハナイノデアル.(22)

社會ノー員トシテ各方面ノ社會二立ツ者ノ通ルベキ開門デアル.ソ レ等何レノ人ニモ意義アリ債

値アル数學,ソ レハ即チ學校数學デアル.寅 二吾人ハ数學フ博統的知識 トシテ之ヲ課スルノデハ

ナク。人トシテ生キンガ鶯二課スルモノデアル.(23)       .

だか ら 「学校数学」は、「事賞より出嚢 し経験を以て論述する所 より始め、次第に之を抽

象化 し普遍化 して法則にまで進まんとする」(24)科学的方法で進められていかねばならな

いのである。その事実経験を法則化するときに数学が重要な役 目を演じるのである。

「数學教育ノ根本使命」は、「函歎ノ概念ヲ得テ之ヲ活用シ得ルヤウ教養スルコ ト」(2θ

であるから、「学校数学」の根本使命は関数概念の養成 となる。

新宮はこの 「学校数学」を成功させるために、同時に融合主義、実験実測及、実用的価

値及び教育心理学の必要性を主張した。

7.新 宮の融合主義に対する考え

新宮のい う融合主義は代数や幾何のつぎはぎのようなものではなく、「巧みに織 り込んで

渾然一饉 として取扱ふ」。0とい うことである。そこには 「新タナル方面二新タナル教材 ヲ

求ム」(27)ことも含めてのものである。

「新タナル方面二新タナル教材」 とは、統計、解析幾何の初歩、公理の容認 (三角形の合

同条件)、微積分の初歩、計算尺の使用、測量、ノモグラフなどである他0。

この融合主義の立場に立っては、特に幾何教授の面でも代数式の利用を考え、解析幾何

の初歩の導入を提唱 している。129)00

解析幾何の初歩の具体例 としては、『グラフ研究』の学習内容である円 ・楕 円 。放物線な

どがその代表的事例であろう。
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また微積分の初歩もこの 「新タナル方面二新タナル教材」の 1つに含まれているが、

宮の全体の主張の文脈から判断すると、解析幾何の初歩ほど強い主張にはなつていない

8.新 宮の実験実測に対する考え

実験実測では 自然科学の立場か らその帰納推理の考 え方の大切 さを訴えている。

もちろん 「責験責測 に依 り婦納推理 をな。し、以て数學的常識 を豊富に して行 く所、全 く

他の 自然科學 と異 る所がない」伯Dの であるか ら、関数概念の養成 とも深 く係わつて くるの

である6そ して新宮はこの実験実測 を、真理 を生命 として感得す る理想主義者の方法 とし

て位置付け、いわゆる実用主義者の立場ではない ことを強調 している。

員理ノ篤二員理ヲ研究セントネル此ノ精神コソ凡テノ個人二普遍妥営的二緊要ナ知識デアル.此

ノ意味二於テ賓験賓測フ強調セントスル数學教育者二無上ノ有難サヲ感ズル.責 験責測ハ員理フ

唯観念 トシテノ員理デナク,生 キタ員理 トシテ,死 セル員理デナク活躍セル員理 トシテ之フ生命

トジテ手ヅカラ感得セントスル理想主義者ノ方法デナケレバナラナイ。自分ハ何虎マデモ所謂賞

用主義 卜賞験賞測ノ精神 トフ切離シテ考へ度イ.而 シテ其虎二於テノミ,ヨ リ深キ意味二於テ,

賞利費用 卜,賓 験賓測 トノ堅キ握手ガアル.繰 返シテイフ.員 二賞際的ナル知識ハ員理ノタメニ

員理ヲ研究セントスル, ソノ魂ノ知識アルノミデアル。(32)

9 .新 宮の実用的価値に対す る考 え

また実践をす るにあた つて子 どもの環境 を考 え、子 どもに 「採用 され る教材 は見童生徒

の生活と没交渉なものであつてはならない。費用的債値を多分に有するものでなければな

らぬJ00こ とを強調する。なぜなら生徒にとつて、実用的価値のある目的は興味を示し積

極的に授業に参加できるからである。またこのことは算術教育にとつても核心的なことで

あると考える。この実用的価値を主張することの具体化として 新ヽ官は 『新賞用敷學教本』

(昭和 9年 )“のを著している。同書では以下のような内容を取り上げている。その目次(章)

は以下のようである。
・
第一章 常 用諸単位

第二章 通 信、運輸及諸料金

第二章 幣 制及送金

第四章 利 息 (其ノー)

第五章 租   税

また新宮 は  “Fu n d a m e n t a l s  o f  H i g h  S c h o o l  M a t h e m a t i c s " ( R u g g , H . 0。& C l a r k ,

J o R . 1 9 2 3 )に興味 を示 してい る。(3→

筆者ハ教育學者ナンヤ教育心理學者 ソーンダイク,ラ ツグ等ノ研究フ推奨シタイ。ソシテ数

學者デナクシテ数學教育者デアル吾人ハスベカラク此等教育學者ヤ心理學者ノ説二聞イテ

純正数學デナク,學 校数學ヲ課シタイモノデアル。(3 0

同書 は教育心理 学 を重 視す る立場 で かかれ てお り、特 に新 宮 は、そ こで述 べ られ て

い る教材 の選 択 、配列 につ い てひ じょ うに強 い関心 を持 つた ので あ る。 もち ろんそ の

第六章 有 債證券

第七章 利 息 (其ノニ)

第人章 保   険

第九章 簿   記
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内容には新宮が重要と考えている関数概念の養成、融合主義、実験実測、実用的価値

なども充分考慮されている。新宮は、昭和 2年 に
“
Fundamentals Of High sch001

Mathematics"を翻訳し、『ラッグ‐クラーク初等数學の基礎』(37)として出版している。

同書 の 「原 著者 ノ序 」 には 「非 常 二緊 要 ナ必 要事項 」 と して以 下 の 2点 が述 べ られ て

いる。

(1 )明確二決定サレタ基礎ノ上二立ツ學科課程
・

(2 )兒童生徒ガ如何ニシテ数學ヲ學習スルカヲ説明スル事賞二即シタ心理学.但 シ其ノ数學

ハ言葉デ叙述シタ問題ヲ記載スル新ナ型ノ教科書、及 ビ教授法ノ手引二依ツテ説明サ レルモ

ノデアル。(3 8 )

これまで述べてきたことは、まさに 「兒童の心理過程を尊重 し、興味の喚起に努め、

かくて、数學的常識を豊富にし、科學的に建設された今 日の文化を理解 し、之を活用

するに資 し、更に今後の文化の嚢展向上を期すべ く教育」(39)であり、新宮の考える 「学

校数学」なのである。

10.ま とめ

新宮は、教育は人間教育即ち 「人 トシテ生キンガ鶯」に行われるべきとし、数学教

育も市民教育人間教育を目標 としなければならない とした。そ して数学教育の 目的を、

今後の人間生活、人間文化を語るために、小倉の数学教育の帰趨 と同じ 「科學的精神

の養成」と考えた。

「科學的精神の養成」は、断片的事実ではな く 「科學的に考察する方法」であ り、

「内容そのものを通 してなされる賞質陶冶」である。またペ リーの立場にたつて、科

学的精神は大 自然から学ぶものであるとし、その中心 となるものが関数概念であると

考えた。その関数概念は定性的見方か ら定量的見方へ と変わるときその中心において

関わつて くるとい うのである。特に、 自然現象を理解するためにはこの関数概念が必

要であり、現代の文化に貢献するためには大いに必要であるとした。そ して関数概念

の養成のためにグラフの重要性を強調 した。特にグラフの教授については、『グラフ教

授』(大正 11年 )、『グラフ研究』(大正 14年 )、『グラフと統計を應用 したる新算術教

育』(岡田喜一との共著 :昭和 2年 )を 著 し貢献している。

新宮は、「学校数学 (自然、社会を対象 として、直観 ・経験を基礎 とす る数学)」と

いう枠組みを作 り、「学校数学」は純正数学 と本質的に異な り 「一種の自然科學的色彩

のもの」でなければならない とし、「事賞より出嚢 し経験を以て論述す る所より始め、

次第に之を抽象化 し普遍化 して法則にまで進まんとする」科学的方法で進められてい

かねばならない と考えた。その成功のために、融合主義、実験実測及び実用的価値を

強く主張したのである。

さらに数学教育にも教育心理学が必要であると考え、数学教育に教育心理学を取 り

入れ、教材の選択 ・配列について研究したラッグ・クラァクの
“
Fund a m e n t a l s  o f  H i g h

S c h o o l  M a t h e m a t iёs"に 関心を示 した。
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現場の教師であつた新宮は、融合主義の成功は教科書や学校制度の問題ではなく教

師それ 自身の考えに依存 していると言つているに0)。だからこそ、常に現場の実態に目

を向け、現場の実態を更によい方向に導こうと具体的提案を試みている。そこには、

新宮 自身が教育は教える教師 自身に大きく依存 していることを深 く自覚 していたこと

が窺える。ただ若 くして亡くなられたこと (享年 42歳 )が 悔やまれる。

[引用文 献 0参 考文 献及 び 注 ]

( 1 )長崎栄三 「数学教育改革運動について (二)=新 官恒次郎の数学教育論一」『東京学芸大学附

属大泉中学校研究集録』No . 1 8 , 1 9 7 8  p p . 4 1 - 5 5

( 2 )『學校数學』は、広島高等師範学校附属中學校数學研究会が作成 していた雑誌で、昭和 5年

11月 5日から昭和 15年 7月 5日 まで年に 4回ずつ出版されている。

(3 )新宮恒次郎 「算術教育ノ本質」広島高等師範学校附属中學校数學研究会 『學校数學』第 10号

(昭和 8年 3月 25日発行 :修文館)p p . 1 7‐5 9の P. 2 7

( 4 )新宮恒次郎 「算術教授の婦趨」新官恒次郎 ・岡田喜一共著 『グラフと統計を應用 したる新算術

教育』(昭和 2年 5月 5日発行 :教文書院)p p . 3 3 5‐3 7 8の pp . 3 4 1

(5)上 掲書 (3)p.59

(8)上 掲書 (4)p.354

(11)■ 掲 書 (4)pp.355‐ 356

(12)新宮恒次郎 『グラフ教授』

(13)上妻l卓雲(12)pp.20‐21

( 1 6 )新官恒次郎 『グラフ研究』

(1 7 )上掲書(1 6 ) p . 3

(20).上11局書(3)p.26

( 2 3 )上掲書(3 ) p . 2 7

(26).上:1局事事(4)p.345

(6)上 掲 書 (4)pp.3520353

( 9 )上掲書(4) p e 3 5 4

(21)上掲書(4)pp.343‐344

(24)上11局書(4)p.355

(7)上 掲 書 (4)p.353

(10)上 掲 書:(4)p.355

( 2 2 )上掲書(3 ) p . 2 7

(25)■掲書(3)p.37

(大正 1 1年 9月 1日 発行 :東 京修文館) P , 2 0

(14).上掲書(4)p.357             (15)_上 掲書(4)pp.361‐363

(大正 1 4年 5月 5日 発行 、同年 H月 5日 修整 再版発行 :修 文館 )

(18).上:掲書(12)p.21              (19)■掲書(12)pp.21‐22  ・

( 2 7 )新宮恒次郎 「綜合力分科力」広島高等師範学校附属中學校敷學研究会『學校数學』第 11号(昭

不口8奪16月  5日 督賠イ〒:4修:E虻館)pp.3‐16(DP。9

( 2 8 )「新タナル方面二新 タナル教材」については、 新 宮恒次郎 「文部省 ノ立案賞施セン トスル中

學校数學科教授要 ロニ対 スル私見」『日本 中等教育数學會雑誌』第 12巻 4号 - 5号 (昭和 5

年 10月 28日 発行)pp . 2 2 6・23 8 (つpp . 2 3 7 0 2 3 8に詳 しく載つている。

( 2 9 )新宮恒次郎 「中等教育幾何學教授の再検討J『日本中等教育数學會雑誌』第 14巻 4号 - 5号 (昭

和 7年 1 1月 1 2日発行) p p . 2 1 9‐2 2 7の P . 2 2 6  /

―-46-―



(30).上掲書 (29)pe226

融合主義で行われているはずの現場の実態について、上掲書(2 7 )で述べている。受験のため

に、田合 は綜合式 を、都会は受験のために分科式を中心に行 われてい ることを報告 してい る。

(31)_上掲書(4)pp.345‐346

(32)■掲書(3)p.24‐25

しか し 「似而非ナル賞験 ・賞測 (上)」広島高等師範学校附属中學校敷學研究会 『學校数學』

第 2号 (昭和 6年 2月 1 0日 発行 :修文館) p p . 5 6‐6 0の P . 5 6で、財界の不況のために実験

が思 うようにできない状態にふれている。

(33)上掲書(4)p。346

( 3 4 )新宮恒次郎 『新費用数學教本』(昭和 9年 1月 2 8日発行 :京極書店)

(35)上掲書(3)p.57に おいて “Fundamentals of High SchOol Mathematics" (Rugg,HoO.&Clark,J.

R。, 1 9 2 3 )がどのよ うに作 られたかについて書いてい る。数学教育は教育心理学 とも手を携 えて

行 う必要があることを訴えている。

此 ノ粘二於テハ嘗テ筆者ガ紹介 シタラツグ トクラー クノ多年 ノ間 ノ協働ニ ヨツテ作 ラレ

タ
“
初等数學 ノ基礎

"二
意義ヲ見出ス.其 ノ教材 フ選揮 シ配列スルニ教育心理學者 ノラ

ツグ ト数學教育者 ノクラー ク トガ協同 シタ トイ フニ止マラズ,之 ニヨツテ似二得夕材料

ヲ世界 ノ研究學校 リンカン ・スクール ニ於テ五箇年モ賞施 シ,一 ツノ教材 フ先ズ敷學教

育者 クラー クガ教壇二立ツテ授業ス レパ ラツグハ参観 シテ批判 シ討論 シ,次 ノ時間ニハ

同一 ノ教材 フ他 ノ組 二於テ先 ノ参観者 ,批 評者 ノ教育心理學者 ラツグガ 自ラ授業 シ,先

ノ授業者 クラー クガ之ヲ批評スル.カ クシテ教材 ノ選拝,配 列 フ決定 シテ作 ラレタ稿本

フ俄 印刷二附 シテ全米 ノ有カナ學校二配布 シ,一 年間 ノ賞際的試練フ経,賞 際家 ノ批判

二侯 ツテ又研究訂正 シテ著作姜行サ レタノガー巻 ノ算術代敷教科書
“
初等敷學 ノ基礎

"

デアル.

(36)上 掲 書 (3)p.56

( 3 7 )新宮恒次郎訳 『ラッグ‐クラーク初等数學の基礎』(昭和 2年 1月 8日 発行 :山海堂)

( 3 8 )上掲書(3 7 )の序 p p . 1 2‐1 3  ( 3 9 )上 掲書(4 ) p p . 3 4 6‐3 4 7

(40)■引酪書(27)pp.14015

カクノ如 キ程度 ノ融合ハ採用スィレ教科書ヤ,其 ノ學校 ノ制度 ノ問題デナ クテ,教 授者 ノ

心掛一ツデイ クラデモ賓現 ノ出来ル コ トデアツテ,重 ネテ云ヘバ,要 ハ教授者 ソレ自身

ノ考ヘニ存スル ノデアル・但シヨコニ注意 シタイ鮎ハ ,比 等 ノ精神ニ ヨル取扱 ヒガ可能

ナルガ篤ニーツ ノ必要條件ガアル.ソ レハ前節 二既二述ベ タヤ ウニ,一 ツノ學級 ノ数學

全饉 フ= Aノ 教師ガ据任スル コ トデア∠レ2 _而モ出来 レバ唯一ケ年 ノミデナ ク,二 年及至

三年 間ヲー人 ノ教師ガ据任 スル コ トガ,此 ノ融合 ノ精神 ヲ幾分デモ賞現サス所以デアル

ト信 ズル。勿論此ノ方法ニ ヨレバ教授者 ノ個人的短所鋏陥ガ多分二影響スル トイ フ幣 ヲ

伴フコ トハ否定出来ナイガ.
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[新宮恒次郎の略歴]

(広島高等師範学校附属中學校数學研究会編集 『學校数學』第18号(昭和10年4月 5日)P。90より)

明治 27年 9月 25日  島 根県簸川郡鳶巣村大字西林木 779に 生まれ る

大正 2年 3月 22日  島 根県立杵築中学校卒業

大正 2年 4月 8日   島 根県師範学校本科第二部入学

大正 3年 3月 25日  同 校卒業

大正 3年 3月 31日  島 根県簸川郡川跡村尋常小学校訓導に任する

大正 3年 6月 15日  陸 軍六週間現役兵 として歩兵第二十一連隊に入営

大正 3年 7月 25日  国 民軍幹部適任証を受ける

大正 6年 4月 11日  広 島高等師範理科第
一部入学

大正 10年 3月 25日  同 校卒業

大正 10年 3月 31日  愛 知県第二師範学校教諭に任する 。

大正 11年 4月 11日  広 島高等師範学校助教諭兼訓導に任する

昭和 2年 7月 23日  広 島高等師範学校教諭に任する

昭和 10年 1月 5日  4 2歳 の若 さで死去
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